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 研究要旨 

 調理従事者・食品取扱者の上気道飛沫によるノロウイルス汚染の可能性につ

いて調査するため，昨年度と同様，登録衛生検査所の協力のもと，調理従事

者・食品取扱者を対象に唾液中のノロウイルス核酸の検出を行った． 

 

 

A. 研究目的 

 ノロウイルスによる食中毒発生要因とし

て，ウイルス陽性調理従事者がその汚染源の

1つになりうる．しかし，近年の疫学解析に

より，小児におけるデータではあるものの，

胃腸炎症状の有無に関わらず上気道粘液（口

腔，鼻腔咽頭ぬぐい液，唾液）からノロウイ

ルス核酸が検出されることが明らかとなって

きた (Dábilla N et al., J. Clin. Virol. 

2017; 87:60-66., Anfruns-Estrada E et 

al., Viruses. 2020;12 :1369. 岡智一郎，

高木弘隆，斎藤博之. 2022 年; 第 63 回日

本臨床ウイルス学会)．さらに本研究班が開

始後，ヒトノロウイルスがヒト唾液腺細胞株

で増殖すること，マウスにおいて，唾液を介

したマウスノロウイルス感染が起こることも

報告された (Ghosh S. et al., Nature. 

2022; 607:345-350. )． 

調理従事者・食品取扱者において上気道粘

液からノロウイルスが検出されれば，糞便以

外のルートでもノロウイルスが感染伝播する

可能性が示され，食品衛生上の感染制御対策

のための新たな知見となりうる．そこで，本

研究では昨年度から，我が国の調理従事者・

食品取扱者について，糞便に加え，上気道粘

液からノロウイルスが検出されるか検討して

いる． 

 

B. 研究方法 

1. 材料 

1) 調理従事者・食品取扱者の唾液検体 

株式会社 日本環境衛生研究所において糞

便中のノロウイルス検査を行った調理従事

者・食品取扱者 371名から2023年12月(n=44)，

2024年 1月(n=121)， 2024年 2月 (n=124)，

2024年 3 月(n=82)に採取され，株式会社 日
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本環境衛生研究所において PBS(-)で 2倍希釈

したものを解析対象とした． 

 

2. ノロウイルスの検出 

ノロウイルス検出のための核酸抽出は昨年

度と同様，MagNAPure 96 (Roche)と MagNA 

Pure 96 DNA and Viral NA Small Volume Kit

（ロシュ 検昨年度の．ったで行）6543588001

抽出核酸をそのまま鋳型に，結果をふまえ討

 Step Master Mix-TaqMan Fast Virus 1する

，と)4444434 Thermo Fisher Scientific(

プロTPa, TPb-RING1プライマーとOG1 F/RC

-RING2プライマーとF/R-COG2もしくは,ーブ

キットの指示通りの組，プローブを用いてPT

Real  Fast 7500，させで反応温度条件，成

で検Time PCR System (Applied Biosystems)

．出した  

RT-PCR 用によるノロウイルス検出は

Random 6 mer(タカラバイオ 3801)と RevTra 

Ace（東洋紡 TRT-101）を用いて cDNA合成後，

G2SKF/SKR プライマーと KAPA 2G HotStart 

Ready Mix with dye (KAPA Biosystems 

KK5610)を用いて行った． 

陽性コントロールとして，ターゲット領域

の遺伝子配列を含む合成プラスミドもしくは

ノロウイルスをスパイクした唾液検体を用い

た． 

 

(倫理面への配慮) 

 調理従事者・食品取扱者の特定はできない

よう管理されている．また国立感染症研究所

において人を対象とする生命科学・医学系研

究に関する倫理審査承認を得ている（承認番

号 1405）． 

 

C. 研究結果 

調理従事者・食品取扱者の唾液 371 検体に

ついては，ノロウイルス陽性例はなかった．

なお，糞便については 2 名がノロウイルス陽

性（いずれも GII，Ct値: 33もしくは 25）で

あった．残存核酸から塩基配列を決定できた

1名からは，GII.17[P17]が検出された． 

 

D. 考察 

昨年度の 304検体に加え，今年度新たに 371

検体の調理従事者唾液中のノロウイルス核酸

の有無を検出した． 

調理従事者・食品取扱者糞便におけるノロウ

イルス陽性率は例年，冬季は 1%程度とのこと

であったが，今季も 0.5%とまだ例年と比べ低

い状態が続いていることが示された． 

今回糞便でノロウイルスが検出された 2名

はいずれも自覚症状がなかったことから，無

自覚なままノロウイルス感染源になりうると

考えられた． 

 

E. 結論 

 2 年間で健常調理従事者・食品取扱者 の

唾液，合計 675検体を解析した．現時点では

唾液からノロウイルスは検出されていない

が，糞便中にノロウイルスが検出されたのが

2検体と限られることから，次年度も本課題

に継続して取組む． 

 

F.  健康危険情報 

なし 
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